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研 修 員

氏 名 指導教官 研修題 目 研修期間

目上耕司 松沢哲郎 霊長類の社会的 3.4.1

相互作用の実験 ～

心理学的研究 4.3.31

芝原総子 大洋秀行 放飼域飼胃ニホ 3.4.1

ンザルグループ ～

における社会関 4.3.31

係及び生理学的

動態と性行動と

の関係について

漸戸口 加納隆至 小型岬乳和の祉 3.8.1

美滋子 全学的研究 ～

4.7.31

竹中晃子 竹中 修 歪長郊a-グロ 3.8.1

ビン迫伝子柄域 ～

の組み換えにつ 4.3.31

いて

三谷雅純 杉山幸丸 コンゴ国熱帯雨 3.10.1

林における同所 ～

性霊長類の研究 4.3.31

日本学術振興会特別研究員

氏 名 指導教官 研修題 目 研修期間

伏見貴夫 小嶋祥三 霊長類のコミュ 3.4.1

ニケ-ションに ～

関する実験的研 5.3.31

究

友永雅己 松沢哲郎 霊長Xfiの知党認 3.4.1

知における刺激 ～

性制御の実験的 3.4.30

分析

大石高生 久保田奴 前頭連合野の行 3.9.25

動制御の可塑性 ～

の神経科学的研 4.3.31

究

受託研究員

氏 名 指導教官 研 修題 目 研修期間

友清和彦 中村 伸 血液凝B]因子に 3.4.1

関する研究 ～
4.3.31

安藤一郎 久保田拐 大脳生理学の研 3.7.1

究 ～
4.3.31
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特別研究学生

氏 名 指導教官 研 修 題 目 研修期間

上野吉一 小嶋祥三 フサオマキザル 3.4.1

(cebusapella) ～

のurinewashi4.3.31

ngの基礎的研

究

研 究 生

氏 名 指導教官 研 修 題 目 研修期間

山根 到 久保田競 利き手と脳支配 3.4.1

の関係 ～

4.3.31

藤田正勝 瀬戸口 脊椎動物の比較 3.4.1

烈司 形態学的研究 ～

4.3.31

所 内統 語全

卵1回 :平成3年5月30日

鵬崎滑別 (京都大 ･霊長研) ｢ポッソウの野生
チンパンジーを真近に見て｣

節2回 :平成3年6月20日

森下玲児 (京都大･保健診療所) ｢熱帯地方の

感放症とその予防法について｣

苅3回 :平成3年8月6日

LeonardA.Rosenblum(Primat㊤Benayior

Laboratory) ｢Thestudyofmotheトinfant

attaChmentinnon-humanprimates｣

邦4回 :平成3年8月12日

AmotzZahavi(Tel-AvivUniversity)rThe

theoryofsignalselection｣

第5巨l平成3年9月26日

AlbertoCadena(NationalUniversity,

Colombia)｢ThenaturalhistoryofLa

Macarena｣

第6回 :平成3年10月14日

PeterSchmid(UnivcrsitaiZiirich-Irchel)
｢OnthelocomotionofAustralopithecines｣

第7回 :平成3年10月24日

藤田和生 (京都大 ･霊長研) ｢錯覚の比較心理

学｣

第8回 :平成3年12月26日

薄口俊之 (京都大･霊長研) ｢前頭前野,メモ

リーマップ,トーパミン｣

第9回 :平成4年 1月30日

木村 賛 (京都大･霊長研) ｢ホモサピエンス

の出現と系統｣

第10回 :平成4年2月3日

JohnMitani(MichiganUniversity) ｢野生

チンパンジーの音声伝達｣

第11【司:平成4年3月26日

三輪宜勝 (京都大･霊長研) ｢過去12年の研究

所のサルの動態｣

(談話会係 :浅岡一雄･林 基治 ･川本 芳)

公 開講座

｢霊長類の進化｣

霊長類研究所では,8月19･20日の両日にわたっ

て公開講座を開催した｡今年は第7回目である｡

参加者は中･高校教員が圧倒的に多いものの,

自営業,会社員,主婦と幅広い｡例年どおり大多

数は東海地域在住者であるが,近畿や遠くは四国･

関東からの参加者もあった (定員80名)｡今回は

霊長類の特徴を,形態学,生化学,大脳生理学,

動物行動学の観点から取り上げ,ヒトとの共通点･

相遠点を明らかにした｡また,受講者全員が実習

を受け,自分自身で研究の現状を少しでも理解で

きるよう配慮した｡

講義 ･実習題目と講師は以下のとおりである｡

総 合 司会 相見 満

マカクの起源･分布を中心に 岩本光雄

DNAから見た霊長類の進化 竹中 修

行動と脳の進化 久保田放

野生チンパンジーの道具使用 杉山幸丸

電子顕微鏡実習 野上裕生

サルの屋外行動観察実習 森 明雄

心理学実習 藤田和生

(文責 :相見 満)

夏期セミナー (第3回)

北海道から九州の15大学から学部学生,研究生

49名を受け入れ2日間にわたり研究所の施設,研

究活動を紹介した｡
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7月16日 (火)

9:30-10:00

10:00-ll:00

ll:10-12:10

13:00-14:00

14:10一一15:10

15:20-15:50

16:00-16:30

所長挨拶 (久保田競)

ガイダンス (川本 芳)

形倍基礎研究部門 (岩本光雄)

神経生理研究部門 (久保田奴)

心理研究部門 (松沢哲郎)

生活史研究部門 (杉山幸丸)

社会研究部門 (加納隆至)

ニホンザル野外観察施設

(東 滋)

16:30-17:30 所内見学

18:30-

7月17日 (水)

9:00-10:00

10:00-ll:00

ll:10-12:10

13:00-14:00

14:00-15:00

15:30-17:00

懇親会

変異研究部門 (庄武孝義)

生理研究部門

(林 基治･野崎晃澄)

生化学研究部門 (竹中 修)

系統研究部門 (野上裕生)

サル類保健管理施設

(後藤俊二)

総合討論 (各関係教官)

(文王 :川本 芳)

市民公開日(第2【司)

研究所では,当研究所が目的としているところ

や現在行っている研究を地域の人々に理解してい

ただくことや,1989年10月のチンパンジー逃亡事

件を契機として,研究所を原則として立入禁止に

したことなどの理由から,昨年度 (平成3年度)

より市民公開日を設けている｡

来訪者数の予想が難しいことから,昨年度同様,

丸山,富岡地区の中学生以上の方々 (ただし小学

校高学年は保護者同伴なら可)を対象とした｡各

区長にお願いして案内状を送り,下記のプログラ

ムで実施した｡約30名の来訪者があった｡

日 時:平成3年10月20日(日)13:00-16:00

13:15-13:30 久保田所長挨拶

13:30-14:30 前祝 加納隆至教授

｢ピグミーチンパンジーを訪

ねて｣

14:30-16:00 所内見学 (サル放飼場),ど

デオ上映,パネルでの研究所

案内

14:30-16:00 質問コーナー

(文責 :野崎真澄)

学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

五石部裕 (課程)

Male一malerelationshipsorwildbonobos

(Panpaniscus)atwamba,Republicof
Zaire.

大石高生 (課程)

GO/NO-GO課題の学習と遂行とにおけるサ

ル前頭葉の役割1-GABA桔抗阻苔剤の局所注

入による研究一一

稲垣晴久 (論文)

ニホンザルの体毛の地域差

井上美穂 (課程)

Applicationorpaternitydiscriminationby

DNAfingerprintingtotheanalysisofsocial

behaviororJapanesomacaques.

佐倉 統 (課程)

ReconsiderationoftheCOnCeptOrgroupOf
animals.

高井正成 (課程)

MiddleMiocinomonkeyfossilsfrom La

Venta,Colombia,SouthAmerica.

室山泰之 (課程)

RecoprocityofgroominglnPrimates.

京都大学修士 (理学)

関根雅夫 :カニクイザルの母子隔離に伴う生理晩

免疫的,行動的指標の変動

田中 香 :野生ニ-ホンザルのコドモの菜食行動 :

他個体との関わりに関して

花沢明俊:V4ニューロンの活動に対するノルア

ドレナリンの形響 :注意に関係する脳内のしく

み
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